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来館者よりひとこと

歩みはじめた
立教大学共生社会研究センタ一
一一時間を繋ぐ、人を繋ぐ一一

高木恒一(共生社会研究センター長)

2010年4月1目、立教大学共生社会研究センタ は正式にス

タ トしました。以来1年、運営体制の確立、ミニコミや市民活動

記録の受け入れと整理、データベースの構築、資料公開に向けての

環境整備、学内外の資金獲得のための申請、来訪者や電話での相談

への対応、その他諸々の課題に向き合いながら走ってきました。右

往左往しながらも、とにもかくにもここまでたどり着けたのはミ二

コミや市民活動記録の寄贈をしていただいている皆僚をはじめ、多

くの方々の励ましと支援をいただいたおかげと感謝しております。

さて、走り続けるなかで強く感じたのはミ二コミの「力jです。

何を今さら、と言われるかもしれませんが、センターに並べられた

ミ二ゴミや市民活動記録を眺め、手に取るなかで改めてその力を感

一じました。この[力Jのひとつは「声jを記憶し、歴史を生み出す

力です。センターの書庫には、国内外の草の根から、その時々に発

せられた声が満ちています。ひとつひとつの声は 「ミ二Jかもしれ

ませんが、これが蓄積されていくとき、そこには多様な人々の営為

がしっ力、りとした流れとしてたち現れます。それはJ政治Jや 「経

済jといった、常に大きな声を発してきた領域の歴史とは異なるも

のです。当センタ はこうした小さな声を積み重ねる歴史の拠点、で

あると思っています。

「力Jの2つめは人を繋ぐ力です。この1年、センタ に多くの

方をお迎えし、施設のご案内をしましたが、見知らぬ来館者同士が

ミ二コミを手に、「あの頃Jや「あの人Iのことを楽しげに語り合

う場面をしばしば自にしました。その姿は、ミ二コミについて語る

というよりもミニコミに関わった人々との対話をしているように見

え、その語る表情の柔らかさはとても印象的なものでした。そして、

多くの方々から寄贈を受けるなかで、当センターを媒介とした新た

な出会いも生まれています。こうした出会いを生み出す力もまた大

きなものであると感じました。

歴史を生み出すという観点からは時聞を繋ぐこと、出会いを生み

出すという観点、からは人を繋ぐということ、この2つの「繋ぐjこ

とがセンターの使命と思い至った次第て@す。特に、人を繋ぐための

情報発信は今後強化していきたいと考えています。

センター主催 公開講演会のお知らせ

砂利用案内/問い合わせ先/アクセス

2010年度 センター組織

編集後記

また、これらのミ二コミを立教大学が引き継いだことの意昧も改

めて考えました。ミニコミが生み出された様々な市民の活動には、

少なからず立教大学の関係者が関わっています。 [声なき声の会J

の中心メンバーだった高畠通敏先生、水俣の活動に深くコミットし

てきた栗原彬先生、この他にも意外なほど、ミニコミや市民活動記

録のなかに本学の関係者の名前が登場します。そして住民図書館設

立には門奈直樹先生が深く関わっていらっしゃいました。

これらの先生方の活動は大学として組織的になされたものではあ

りません。しかし本学に集った研究者には 「市民Jのなかに分け入

り、多様な活動に取り組んでいた人が少なからず存在します。その

記録が時を経て、大学として引き継いだ資料のなかに見出せるので

す。いわば個々の研究者が行ってきた市民との協働が、立教大学の

伝統のなかに改めて位置づけられたとみることができるでしょう。

そしてこの潮流は現在も引き継がれており、多くの関係者が市民と

の協働に取り組んでいます。ミニコミや市民活動記録を引き継ぐ際

にこのことを自覚していたわけではありませんが、この繋がりに気

付いたとき、改めて立教大学がミ二コミや活動記録の拠点、となるこ

との意昧と意義の大きさを考えずにはいられません。

2011年度は、埼玉大学からの資料の移管を完了させる予定です。

その準備を行いながら、日々ご寄贈いただいているミニコミを登録・

公開し、さらに公開イベントや研究活動も展開していきたいと考え

ているところです。よちよち歩きのセンタ ではありますが、住民

図書館、埼玉大学共生社会教育研究センタ の「志Jを引き継ぎ、

より大きな活動を展開していきます。しかし(住民図書館の苦労か

らすれば物の数ではないものの)、予算、スペ ス、人員など、現

状に問題がないわけではありません。 2011年度の最大の課題は、

今後のセンタ の本格的活動を安定的に継続するための基盤づくり

だと考えています。引き続き、皆様のご協力とご支援をいただけれ

ばと思います。

またセンターは研究者、学生、 市民力、集う場となることも目指し

ています。現在の施設は手狭ではありますが、お気軽に足を運んで

いただき、人を繋ぐ場としてセンターをご利用いただければと思っ

ております。

最後にニューズレターのタイトルについて一言。本ニューズレ

ターのタイトJレは、表記は変更したものの、住民図書館から埼玉大

学共生社会教育研究センタ に引き継がれた「ぷリずむJを継承

することにしました。歴史の重みを考えると語路もないわけではな

かったのですが、「時間を繋ぐJことの意思表聞のひとつとして、

引き継ぐ決意をした次第です。その名に恥じない情報発信をしてい

きたいと思います。



人びとをつなぐミニコミと
住民図書館の25年

体においてマスコミを大きく凌駕する。原発、巨大開発、失業、医

療、食の安全、 年金問題、福祉政策、少数者の排除 。私たちは暮

らしを不安定にする様々な出来事に固まれて毎日を過ごしている。

だからといって、情報発信のすべてをマスコミに託すだけでは心許

ない。マスコミとは、そこそこ役立ち、そこそこ頼りにならない存

在なのだ。それなら、マスコミに過剰な期待を抱かず、いっそ自分

藤林 泰(埼玉大学共生社会教育研究センタ) ・・・・・・・ たちの手でメディアを作り出せばいい。そう考え、実践する人びと

は、 35年前も、 10年前もいたし、現在も、これからもいる。

1976年4月3目、住民図書館という小さな試みが始まった。 ミ二コミの多くは、それぞれの地域に根ざした社会的課題につい

市民運動と住民運動の動きに鈍リが見えはじめた時期だ。それから て主張する。だが、 Eいに孤立するわけではない。その主張の多く

2001年までの 25年間、住民図書館は、「ミ二コミjと呼ばれる は他の地域の課題に響き合い、支え合う。

市民メディアをコツコツと収集し、整理し、一般公開をしてきた。 70年代はじめ、札幌のべ平連運動参加者は、約 130km離れた

何度も閉鎖の危機に直面しながら、苦労を重ねてミニコミを守りつ 伊達市で起こった火力発電所建設反対運動に I支援者Jとして参加

づけてきた住民図書館は、その活動で何をめざしていたのだろう。 した。だが、住民でない者が住民運動に参加するとはどういうこと

25年問、館長を務めた丸山尚さんは、著書『口 力ルネット か、しばしば考え込む。その悩みは「伊達裁判に勝ってもらう会j

ワ クの時代 ミ二ゴミ と地域と市民運動j(日外アソシ工 ツ、 という名前やミニコミへの投稿にも現れている。

1997年)のなかて 1995年 1月 17日の阪神・淡路大震災の 「発電所からの被害を受けるはずもない遠い札幌の地に住んでの

例をとりあげ、電気もなく、電話もつながらない緊急事態のなかで ことゆえ、いつでも逃げられると言われればそれまでだけれど、北

紙媒体がどのように被災者相互、被災者と支援者閣の伝達手段とし 電は札幌で使う電気を伊達で作らなければ停電すると脅し続けてき

て機能したかを紹介している。 たし、華やかな都会暮らしを支えているのが地方にまき散らされる

震災直後、被災者自身による手書きの掲示新聞やチラシから人び 公害であるとしたなら、私は 方的に恩恵(つ)を受ける側に居続

との情報伝達は始まった。避難所や食料などの情報を伝えるたった けることはいやだJ(かあちゃんI負けた後も“だてかはつはんたい"J 

1枚のB4の紙が、かけがえのない情報源となった。数日後、印刷 『だてや~酔狂.119号、 1981年)

が可能となった地域てeは、「避難所新聞』、『よろず新聞』など手作 住民である当事者の「いやだjと¥よそ者である支援者の「いやだJ

りのミニコミが配布された。 1週間後にはトラックにリソグラ7を はどうつながり、どうつながらないのか。この問いかけは、 30年

積んで東京から神戸入りしたピスボ 卜のメンバが『デイリ 後の今も、さまざまな社会的課題の場で私たちに突きつけられてい

二 ズ.i(2000部)の発行を開始した。被災者を訪ねて情報を集め、 る。

どこで炊き出しがあり、どこで風Eに入れるのか、営業している薬 《たくさんのミー》という原理を、 70年代の住民運動のなかに

局-食堂はどこにあり、どこで洗濯ができるのかなど、 生活情報を 見出したのは宇井純さんだった O 各地の公害反対運動の支援をつづ

日々掲載したという。 けていた宇井さんは、住民図書館に通ってミニコミをめくり、現地

被災者自身による手書きの情報、つぎに印刷された情報紙、そし を訪ねて数多くの運動の担い手に出会っていた。その過程で、交流

て、ボランテイアによる大部数の定期発行紙。阪神・淡路大震災で に支えられる多様な少数者のつながりのたいせっさを書きとめてい

自主的に始められた情報伝達の経緯は、そのままミ二コミの成立・ る。

発展過程を物語っている。

「ミニコ ミJという言葉が登場したのは、 1960年前後。 60年

代から 70年代は¥ 方て， I声なき声の会Jや Iべ平連J(1ベト

ナムに平和;を |市民連合J)などの市民運動が大きく広がり、 方

で、公害から生活を守ろうと日本各地で住民運動が噴出した時代だ。

IマスコミIに対する 「ミ二コミJ。その造語には、発行部数を競う

あまり大衆迎合にならざるを得ないマスコミへの批判が込められて

いる。

丸山さんは先の著書のなかで、ミニコミという市民メディアの基

本的な性格としてつぎの6項目を掲げている。

①意見や情報を持っているふつうの人(市民)が、自由にそれを

伝えたり交換し合うためのメディア。

②自主的に発行され、購読料や広告料を得るのは当然であるが、

それによって利益を追求しないメディア。

③発行部数や発行回数の多さなどより、その形、 中身とも個性や

独自性、あるいは多様性にあふれているメディア。

④読者など人とのかかわりにおいては、閉ざされた関係ではなく、

つねに開かれた人間関係を保障しているメディア。

⑤市民のメディアとしての特性を大事にし、権力や資本におもね

らず、少数者(マイノ リティー)の立場からの言論 ー表現活動

を重視するメディア。

@マスコミの裏側に立つという認識を重視し、異常性の追求では

なく日常の暮らしの中から、社会的課題に取り組むメディア。

「多様な少数者の主張={たくさんのミ二}Jを発信するミ二コミ

は、発行部数や発行回数こそ少ないが、対象とする社会的課題の総

I住民運動自身が つの全国組織を作ることの意昧はあるだろう

か。現在の時点、では、それにも私は否定的である。生々流転、その

数さえさだかでないような住民運動の強昧は、その多様性にあるの

て@あって、 つの土地で成功したことが他の土地でもうまくゆくと

は決して言えないし、全国組織の維持が運動に重荷になるようなこ

とでは力、えってマイナスになる。むしろまだまだ当分は個々の運動

の強化とその交流が当面の仕事であると考えているJ(1住民運動と

して自立へ 反公害闘争十年の歩みJr展望.i191号、 1974年)
時空を超えて人びとをつなぐミ二コミ、そこから沸き上がる《た

くさんのミ二》という人びとの織りなす世界。ミ二コミ収集という

先駆的なとりくみで住民図書館がめざしていたのは、そんな世界の

見取り図を描くことだったのではないだろうか。

共生社会研究センター所蔵資料
センタ 所蔵資料の墓盤となるのは、市民活動をドキュメン卜する
様々な資料を 1997年から収集ー公開してきた埼玉大学共生社会教
育研究センターのコレクシヨンです。すでに約 24万点、の資料の移管
を終え、来年3月の第2期移管に向けた準備も始まっています。

2010年3月に移管された資料
砂圏内発行の機関誌'二ユ スレタ 類(ミ二コミ) 約 18万点、
砂海外発行の機関誌 二ユースレター類約6万点、

2012年3月までに移管予定の資料
砂市民活動 住民運動 ;欠資料群
旧「べ平連J運動資料 練馬母親連絡会資料
横浜新貨物線反対運動資料 など
砂研究者の個人資料
ー宇井純公害問題資料コレクシヨン
.鶴見良行文庫

之
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つくる・うごく・つながる(1) 

『神戸学生・青年センター センターニュース』
発行:財団法人 神戸学生・青年センター

創刊:1977年
所蔵巻号(年): 3，6，7-8，10-32，34- (1979-

阪急神戸本線「六甲駅jを出て左

手の坂を登り、四つ角を右に曲がる

とすぐそこに「神戸学生 -青年セン

タ jが建っています。 1955年、

米国南長老教会によって設立された

「六甲キリスト数学生センタ Jを

母体とする新しいセンタ が、この抜群の口ケ シヨンに開館

したのは 1972年のことでした。

{自由な生の営みを願うものは、何ものからも干渉されること

のない場所を獲得したいと願います。私たちのセンターは、そ

うした願いを実現しようとする一つのアプローチです。J(セン

タ 最初のカラ パンフレットに書かれた趣旨文、 r20世紀か

ら21世紀へ一財団法人神戸学生青年センタ 30周年記念誌』

(2002年6月)より再引用)との言葉どおり、センターは様々

な市民運動に「場jを提供しつつ、自らも活動を展開してきま

した。

「朝鮮史セミナ J r食品公害セミナ J rキリスト教セミナ J 
のセミナ-3本柱から、朝鮮語講座や「食品公害を追放し、安

全な食べものを求める会jなどの継続的な活動が生まれ、阪神

大震災では被災留学生-就学生の支援に取り組み、それをきっ

かけにスター卜した六甲奨学基金(し1まや名物となった古本

市 1)やボランテイアによる日本語教室などが今も活動を続け

ています。こうした活動の基盤を支えているのが、館長を含む

常勤スタッフ 3名だというのですから、信じられません。そん

な中で年3回発行される『センターニュース』は無償で 4，000

部を送付。さらに「メールニュースJも年に 4-5回、約 4，500

人に配信しており、『センター二ユー

ス』とともにセンターの活動を知ら

せ、センターに心を寄せる人々をつ

なぐ大切なメディアとなっていま

す。

今回お話を伺ったのは、センタ 神戸べ平連のフリスマスカード

3代田館長の飛田雄ーさん。ご自分も学生時代からセンターに
出入りして大学院卒業と同時に職員となり、1991年からは館

長としてセンターを率いる飛田さんは、まさに神戸の運動の生

き字引です。話の流れて・「そういえばjと紙袋から取り出して

見せてくださったのは、かの『週刊アンポこうべj (神戸べ平

連発行)のファイルでした。全国各地から送られてくるたくさ

んのビラやミ二コミも、飛田さんの気になるテーマのものは時

系列で保存。例えば「指紋押捺ピラjや「強制連行・各地のビラJ

のファイル群は、そのテ マで研究をしている学生に貸し出す

こともあるそうです。各種セミナ の録音も、テ ブを保存す

るとともに利用しやすいデジタル媒体に変換し、こちらは著名

な講師の方の肉声を伝える貴重な音源として提供を求められる

ことも多いとか。

市民の資料を集めるのは「スペースも労力もいるしカネもか

かる。しかし国立国会図書館にも入らないチラシやピラやポス

ターといったものが、最終的に大事なのではないかjと語る飛

田さん。新しいものが好きで、 97年から独学でホ ムペ ジ

も制作 公開されたというだけに、「市民運動のサイトを定期

的に集めていくようなことも必要だし、可能でしょうつJとデ

ジタル情報への目配りも忘れません。神戸の地で 40年以上も

神戸学生青年センター館長、飛田雄ーさん

しなやかに幅広く活動されてきた飛

田さんとお話していると、ふしぎと

気持が上向きになるのを感じまし

た。(取材 ・まとめ

センター学術調査員平野泉)

ぷ館-雪山ひとこと 】
立教大学共生社会研究センターの現在の作業成果そ

のものが、私のような韓国の研究者や活動家には つ

の衝撃だと言えます。韓国では、現代の社会運動を研

究するにあたり、資料不足が常に問題になります。政

府からの弾圧が最たる理由だとは思いますが、社会運

動の文化において、記録を集め、整理し、それを共有し、公開するとい

う文化が弱まってしまったから、ということもあるのではないて・しょう

か。私はセンタ が、より積極的にセンタ の設立理由や活動内容を韓

国に紹介する努力をして下さることを望みます。私のようにセンタ を

訪問する機会があれば、その体験そのものが大きな刺激になると信じま

センタ の資料に出会って、文字にも体温があるの

だと知りました。人間のつながりやぶつ力、りあいの現

実の、わずかだけれども確かな脈が文字に印されてい

る。その文字たちを大事にしているスタッフの方々に

ぐいっと背を押されて、岩手や鹿児島、沖縄に出かけ

始めました。なぜここを知ったの、と尋ねられては、住民図書館、宇井

純さんからつづく資料のバトンを想います。センターという「結び目j

なしには生会えなかったはずのひとたちとの 期 会への感謝の気持

ちとともに、出会いのちいさな種をいっぱいに蓄えたセンターの門出を、

す。センタ 内部の写真を HPに載せるのもいい出発点になると思いま | こころからお祝いします。
ホンイルピョ

す。 洪日杓さん (ハンキ・ョレ経済研究所首席研究員、 社会学博士) 友j事悠季さん (東京大学大学院)

昨年 12 月初め、 ソウル大学留学時代以来の友人で韓 | 矢~~幽組 立教大学が埼玉大学共生社会教育研究センタ の市
ホンイルピョ I t~:'l酒圃圃圃園田園

国の「ハンギヨレj新聞・研究所主席研究員の洪日杓 |噛 - 周 ・圃 民活動住民運動コレクシヨンを引き継ぐというこユ

博士と共にセンタ を訪問させて頂いた。 PARC(アジ |田町署軒園スを聞いて以来、「共生社会研究センターIの開設を待
I _~、 -ア太平洋資料センタ )のアジア各国の市民運動の機 |園 陸 恒a・ち望んでおりました。昨秋よりセンターを訪ねては、

関誌類がキチンと整理 ー保管されている。公害問題に | 司哩宝1 LコF 所蔵資料の放つ存在感に圧倒されています。人々の声
生涯をかけて取り組んだ故宇井純さんは工ン卜口ピ 学会の熱心なメン | や動きを刻んだ資料は、どれも個性的で自己主張の強いものばかリです

パ でもあったが、私は 1980年代初め以来親しくお付合い頂いた。そ | が、それらが巧みに整理され、整然と排架されて利用を待っている様は、

の彼が収集した膨大な公害反対運動関係の資料もここに移管される予定 | 実に壮観です。 市民の[生きたj記録や証言を収集し発信する拠点とし

と聞く。部屋の雰囲気も資料棚もスタッフの微笑みも「初めてなのにな | てのセンターの誕生に、市民運動研究のより一層の発展と広がりが予感

ぜか懐かしくアツ トホ ムJというのが私たち共通の印象て・あった。 Iされます。
丸山茂樹さん (参加型システム研究所) I 山奇旅子特任准教授(立教大学学校・ 社会教育講座社会教育主事課程)



( センター主催 公開講演会のお知らせ | 

利用資格

とくにありません。立教大学共生社会研究センタ一所蔵資料

の利用を希望される方は、どなたでもご利問いただけます。

開館時間

長2012年3月までは暫定運営期間のため、ご利用には事前予

約が必要て・す。

月~金曜日(祝日をのぞく)10:00-12・00，13・00-16:00

ただし、立教大学の一斉休業日のほか、資料整理などのため

臨時に閉館する場合もあります。その場合はあらかじめセン

タ ホムペ ジなどて・お知らせいたします。

センター利用案内
ミニコミのチカラ
ー「住民図書館jの志を受け継ぐ一

センタ一所蔵資料の 75パーセン トを占める「住民図書館J

のコレクション。 25年間にわたり「住民図書館J館長を務め

られた丸山尚さんをお招きして、ミ二コミに託された人びと

の志と、現代を生きる私たちが受け継ぎ、活かしていくべき「ミ

二コミのチカラjについて語っていただきます。

閲覧

初回に簡単な利用者登録をお願いいたします。

資料は原則として閉架式です。ホ ムペ ジ上で公開してい

るデータベース検索により、あるいはスタッフと相談のうえ

閲覧を希望する資料を特定し、関覧申請書に記載して提出し

てください。

閲覧に際しては、スタッフの指示に従ってください。

資料の貸し出しは原則として行ないません。

隠覧制限等

資料は原則公開ですが、プライバシー侵害の有無や資料保存

の観点などから閲覧を制限する場合があります。詳しくは下

記までお問い合わせください。

主催者挨拶高木恒一(共生社会研究センター長)

講演[住民図書館の25年一たくさんの志をつないで-J

丸山 尚氏u住民図書館j元館長)
ト クセッシヨン

「今こそ活かそう、ミニコミのチカラJ

丸山尚氏

藤林泰氏(J奇玉大学共生社会教育研究センタ 長)

平野泉(共生社会研究センタ 学術調査員)

閉会挨拶高木恒一

日時 2011年3月26日 (土)13: 00~ 1 5 目 00

(開場 ミニコミ展示開始 12:30、 展示終了 16:00) 

場所 立教大学(池袋キャンパス)太刀川記念館3F多目的ホール

プログラム・

13・00

13目 10

13目 50

14: 50 

。ミ二ミ二・ミニコミ展示 (12:30~16 目 00 )

。共生社会研究センタ一見学会 (ご希望に応じて)

申込み .不要参加費:無料要約筆記 ・あり

問い合わせ先下記

[お問い合わせ・ご予約は}

干 171-8501東京都豊島区西池袋3-34-1 (ミッチエル館西棟)

FAX: 03-3985-4458 E-mail: kyousei@rikkyo.ac.jp 

立教大学共生社会研究センター

電話:03-3985-4457 

{センターへのアクセス]

JR私鉄地下鉄各線

「池袋l駅地下鉄「要町j駅から徒歩約10分

惨潜習

PRIS臥A一→AN他e叩W附'St.肘 e許mげr印rof伽白r肋chCe臼ω伽e仔叩削nt.吋t
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Tel: +81-3.3985-4457 Fox: +81-3-3ο85-4458 
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http://www ri kkyo .oc i p/ reseorch/loborotory /RCCCS/ 

室岡.一回

.・μ手間

センタ 長高木恒 (立教大学社会学部教授)

運曽委員会高木恒一(センター長、立教大学社会学部教授)

藤林 泰(副センター長、埼玉大学教綬共生社会教育研究センター長)

中北浩爾(副センタ 長、立教大学法学部教綬)

沼尻晃伸(運営委員、立教大学文学部教授)

町村敬志(運営委員、橋大学大学院社会学研究科教授)

学術調査員 I 平野泉

事務局.毛塚節子

センター組織][2010年度
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; 編集後記 】

立教大学
RIKKYO UNIVERS町Y道議

センター正式発足から 11ヶ月。こ

の問、ミ二コミ・機関誌発行者の皆さ

まから貴重な資料を日々ご寄贈いた

だきながら、「交換誌Jをお送りでき
ないことに申し訊なさを感じ続けて

きましたが、ようやく、ささやかな「交

換誌Jの第 1号ができあがりました。
何もかも初めての作業を終えてほっ

とはしたものの、これが寄贈者の皆さ

まが心をこめて創り、手間ひまをかけて届けてくださるミ二コ

ミとの「交換Jに値するものと思っていただけるかどうか
内心は不安でいっぱいです。ぜひ忌惨ないご意見をお聞かせ下

さい。ご来館も心からお待ちしております。(平野)


